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1．はじめに

　今日、分野を問わない急速な情報化や情報機能の高度化がもたらす高度情報化社会への対応や放

送大学、公開講座をはじめとする生涯教育への取り組みなどが大きな社会的課題となっている。こ

れらの社会的な課題解決の担い手の一つとしてパソコン通信が現在注目されている。

　パソコン通信は、パーソナルコンピュータやワープロ専用機と電話回線により、時間と空間を越

えて手軽にデータコミュニケーションができるメディアとして脚光を浴びており、日本では、1985

年の「通信の自由化」以来、パーソナルなコミュニケーションメディアとして発展してきた。メディ

アとしての歴史は数年しかなく発展途上のメディアであり幅広い分野での利用が考えられている

が、本稿では、教育、とくに教育現場とパソコン通信の関係を実際にパソコン通信ネットワーク「新

潟NET」を構築して、教育や教育現場にかかわるパソコン通信の関係と現状およびこれからの課題

について報告する。

2．パソコン通信の概要と現状

2．1パソコン通信の概要

　パソコン通信は、パーソナルコンピュータの通信用端子であるRS－232C端子に、モデムや音響カ

プラーと呼ばれる電気通信用の信号変換機を接続して、電気通信回線である公衆電話回線を介して、

核となるコンピュータであるホストコンピュータと文字情報やコンピュータプログラム、画像デー

タ、音楽データなど各種のデータをやり取りするものである。換言すれば、パーソナルコンピュー

タやワープロ専用機のユーザーが、電話回線とホストコンピュータを介して他のユーザーと情報交

換（データコミュニケーション）とするものである。

　パソコン通信を行うにあたり一般的にユーザーは、パーソナルコンピュータまたはワープロ専用

機とモデムおよび通信用ソフトウェアを用意し、通常使用している電話回線に接続すればよいわけ

である。ただし、通常のネットワークでは、事前にユーザー登録を済ませ、ユーザーID（利用者認

識番号、Identificationの略）とパスワードを設定することが必要となっている。ユーザーIDとパス

ワードはネットワーク接続の際の鍵の役目を果たす。図1は基本的なパソコン通信の形態を示した
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ものである。

図1基本的なパソコン通信の形態
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2．2　パソコン通信の歴史

　パソコン通信の始まりは、1979年頃米国のVAN（付加価値通信網）などのネットワーク資源を有

する情報処理企業が、夜間のネットワーク資源を有効利用する目的で個人向けにネットワークを解

放したのがきっかけと言われている。パソコン通信では、一つのホストコンピュータとそれをとり

まくユーザー群を総称してネットワークと呼び、その活動単位はネットワーク単位であり、情報が

常にホストコンピュータに集約される点では、中央集権的な形態であると言える。ネットワークと

言われるものには、1970年頃に始まりをもつ、学術研究用コンピュータネットワークがあるが、学

術研究用コンピュータネットワークは、独立したコンピュータシステムが結合されたネットワーク

形態で、その規模の大きさや機能の点で、パソコン通信ネットワークとは大きく異なる。

　わが国では、1985年4月「電気通信事業法」および関係政令の施行により、一般家庭において黒

電話以外の通信機器を、自由に電話回線に接続できるようになり、いわゆる「通信の自由化」が訪

れた。これにより、VANを有する企業などが、一般個人向けにパソコン通信ネットワークを構築す

るにいたり、日本におけるパソコン通信のはじまりとなった。

　当初は、商用パソコン通信ネットワークが中心であったが、モデムやパーソナルコンピュータお

よび固定ディスクなどの記憶装置の機能向上や価格低下、そしてホストコンピュータ制御用プログ

ラムの開発などにより、ホストコンピュータに大型の汎用コンピュータを用いなくとも、バーソナ

ルコンピュータをホストコンピュータとして用いることで容易にパソコン通信ネットワークが構築

できるようになった。それに加え、ネットワーキングの目的も、当初はコンピュータマニア同士の

情報交換が主であったが、次第に地域、職業や趣味をはじめ多種にわたる分野の特定のテーマに絞っ
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た、専門的な分野の情報交換にパソコン通信が利用され、商用パソコン通信ネットワークに比較し

て小規模なパソコン通信ネットワークである「草の根BBS」や「草の根ネットワーク」と呼ばれる

ネットワークが急速に広がりはじめた。

　なお、BBSとはBulletin　Board　Systemの略でパソコン通信の基本的な機能である、電子掲示板

の意味で、当初よりパソコン通信の中心的な機能であったため、パソコン通信ネットワーク自体を

BBSと呼ぶ場合がある。

2．3　パソコン通信ユーザーの状況

　1989年には、「草の根BBS」の数は1000とも2000とも言われ、その正確な数は把握できない状況に

ある。パソコン通信ユーザー数もそれに比例して増大している。また、パソコン通信の端末機とし

ては、当初パーソナルコンピュータが主流であったが、現在では、ワープロ専用機においても通信

用端子（RS－232C）を標準装備または追加装備できる機種が多くなり、パソコン通信用の端末機と

しての役目を果たせるようになり、ワープロ専用機の一般家庭への普及も含めてパソコン通信ユー

ザー数の増大に拍車をかける要因になっている。

　パソコン通信のユーザー数は、1989年初頭で20万人、1990年初頭においては、その数は40万人と

言われているが、その正確な数は把握されるまでにはいたってない。ちなみに米国ではパソコン通

信ネットワークの一つであるCαmpuServeのユーザー数は50万人（1989年）、同じくネットワークの

一つであるGEnieでは17万人（1989年）などとなっている。国内の商用パソコン通信ネットワークの

ユーザー数は、1989年後半では、表1のようになっている。

　　　　　　表1　商用パソコン通信ネットワークとユーザー数

㈱アスキー　書籍編集部編「全国BBSガイド’90」による

ネ　ッ　ト　ワーク名称

ｺ段は運営会社名
調　査
N　　月

ユーザー数
P位：万人

PC－VAN
坙{電気㈱

’89／11 10

NIFTY－Serve
Gヌ・アイ・エフ㈱

’89／10 7．5

アスキーネット
潟Aスキー

　　’89／09

`CS，　PCS，　MSXの合算
3．2

J＆P　HOTLINE
辮V電気㈱

’89／09 2．3

NTTPCネットワーク
鰍mTTPCコミュニケーションズ

’89／10 1．35

TeleStar

轄H学社

’89／10 1．3

EYE－NET
潟tジミック

’89／09 1．2

日経MIX
卲oBP㈱

’89／09 0．74

MASTER　NET
潟}スターネット

’89／09 0．7
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　また、新潟県内のパソコン通信ネットワークおよびユーザー数は、新潟県工業技術センターが行っ

た調査によれば表2のようになっている。

　　　　　　　　表2　新潟県内の「草の根BBS」とユーザー数

新潟県工業技術センター　企画指導室情報管理科「パソコン通信センターの調査」による

ネッ　トワーク名称
ｺ段は運営会社名

調　査

N　月
ユーザー数

P位：百人

INS　NET
mTT新潟コミュニケーション㈱

’90／01 8．6

IS　NET　9MSH
諡繩ﾇ区海上保安本部

’90／01 1．2

PiC　NET
鰍oic

’90／01 1．1

SIN　NET
mAC3

’90／01 29．3

オールインワン

叶V潟ネットワークサービス ゲストユーザーのみ
一

コスモス（＊）

鞄_塾

’90／02 0．8

新潟NET
V潟大学教育実践研究指導センター

’90／02 1．6

工技ネット新潟

V潟県工業技術センター

’90／01 1．1

WAI・WAI　NET佐渡
潟fンセイ

’89／12 2．3

NET　OF　KINTA
{　　　一　之

’90／01 0．5

NMC
Jネキ電気商会

’90／02 0．4

越後ねっと

v?T税理士事務所

’89／12 2．2

KISS　NET
株錐闖﨣�J発センター

’90／01 7．4

FIJ　NET
mTT新潟コミュニケーション㈱

’90／01 6．7

NSI　NET
鞄坙{海システムインターフェース

’90／01 1．1

UNET
潟gップ工業

’90／01 2．5

（＊）会費有料、他のネットワークは無料。
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2．4パソコン通信の機能

　パソコン通信ネットワークでは、商用ネットワークや「草の根BBS」などの種類やネットワーク

の規模の大小、機能の呼称などの違いこそあるものの機能という点では、共通のものが多く、以ド

のようなものがある。

①電子掲示板（Bulletin　Board　System）

　　パソコン通信の初期からある代表的な機能である。通常の掲示板のように、ユーザーが情報を

　書き込んだり、読んだりできる掲示板。その使い方の典型としては、いわゆる「伝言板」や「Q＆

　A」的なユーザー全員を対象とした情報交換の場として用いられることが多い。

②電子メール

　　ユーザーは所属するネットワーク内に私書箱を持ち、ユーザー相互の私的な情報交換に用いる。

　通常の郵便の郵便番号や住所、宛名に相当するものは、ユーザー個々に与えられるユーザーIDと

　なっている。同じ内容を一度に多数のユーザーに送信できる“同報通信”機能や期日を指定して

　送信したり、受信した内容を他のユーザーに転送できる機能などもある場合がある。

③文字会話（Chat，　On　line　talk）

　　ネットワークに接続中の他の複数ユーザーとリアルタイムでユーザー端末画面上で文字による

　会話をする機能である。

④データ・プログラムライブラリー

　　作者が著作権を放棄したかまたは条件付きで複製の配布を認めたデータであるPDD　（Public

　Domain　Data）、およびPDDと同様なコンピュータプログラムであるPDS（Public　Domain　Soft－

　ware）やFreewareをはじめとする各種データ・プログラムライブラリー群。

⑤　SIG（フォーラム、電子会議）

　　SIGはSpecial　Interest　Groupの略で、職業や趣味などさまざまなジャンルの中の特定のテーマ

　に絞ったユーザーの集まりで、テーマ別のより専門的な密度の濃い情報交換が行われる。

⑥CUG
　　CUGはClosed　User　Groupの略で、その形態はSIGに似ているが、　CUGの場合はグループに登

　録されていないユーザーは参加できない制限がある。企業や団体が独自のネットワークを新たに

　構築せずに、既にある比較的規模の大きなネットワーク内においてCUGの形で、それぞれのネッ

　トワークを形成することが多くなっている。

⑦オンラインデータベース

　　新聞記事データベースをはじめとする各種のデータベースが利用可能である。

⑧オンラインニュース

　　新聞社や通信社からリアルタイムに送られてくる情報をユーザーが入手できる機能。

⑨オンラインショッピング、ホームトレード

　　パソコン通信による書籍類の注文による宅配や交通機関の座席予約、一般商品にいたる通信販

　売制度、株式業務などの機能。
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⑩国際VANサービス

　　海外のネットワークと提携しているネットワークの場合、接続したネットワークを経由して海

　外のネットワークに接続できるサービス。

　以上の機能のうち、①～⑥程度までは、商用パソコン通信ネットワークや「草の根BBS」の両方

に共通な基本的な機能として備わっているのが普通である。⑦以降の機能は、VANサービスである

ので、ユーザーはそれぞれの機能を有するネットワークに接続しなくとも、それらのネットワーク

と提携しているパソコン通信ネットワークであれば、ユーザーは、それらの提携ネットワークにパ

ソコン通信ネットワーク内から接続できるゲートウェイ　（Gate　way）という形で機能している。

2．5　パソコン通信の特徴

　パソコン通信の特徴を従来のコミュニケーションメディアやマスメディアと比較してみた場合

に、次のような特徴があげられる。

①時間の束縛を受けない

　　ユーザーの得ようとする情報や書き込んだ情報は、すべてホストコンピュータの記憶装置内に

　蓄積される。したがって、ユーザーは好きな時間に、ホストコンピュータに接続することで、情

　報の取得、他のユーザーとの情報交換が行えることになり、通常の電話での情報交換のように、

　情報をやりとりする相手が同時に居合わせる必要がない。

②巨大なデータバンク

　　従来、個々に保有していた情報をネットワークのホストコンピュータに集約することで、ユー

　ザーが相互利用可能な、巨大なデータバンクを構築することができる。効率的な情報入手が可能

　になり、情報資源の一元化や専門分野の情報資源に広がりが持てる。

③双方向のメディア

　　マスメディアなど、従来のメディアでは、編集方針等により限られた少数の情報が一方的に受

　けて側に供給されるが、パソコン通信ではユーザーすべてに発言権（書き込みできる権利）が均

　等に与えられており、得られた情報に対して、ユーザーの誰でもが、意見を述べる形での参加が

　自由に行える。

④速報性

　　新聞社や通信社と提携されてるネットワークなどでは、リアルタイムにニュースソースを入手

　できる。また、電子掲示板機能や電子メールの同報通信機能を用いることで、多数のユーザーに

　一瞬にして同じ内容の情報を知らしめることが可能である。

⑤　機種に依存しない

　　パソコン通信で取り扱う情報は、コンピュータプログラムや画像データ、音楽データなど多種

　多様な分野に及ぶが、その中心は文字情報である。この文字情報は、極少数の特殊なものを除い

　てはパーソナルコンピュータやワープロ専用機の機種に依存することなく取り扱える。従って、
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　パーソナルコンピュータやワープロ専用機の機種の垣根を超えて異機種間の文字情報、とくに

　ワープロ文書などの交換には便利である。

⑥情報の取扱いが簡単

　　得られる情報、文字情報やコンピュータプログラムはフロッピーディスクや固定ディスクなど

　の記憶媒体に保存でき、パーソナルコンピュータやワープロ専用機において直接利用することが

　できる。従来のようにワープロで作った通信文やレポート類をプリントアウトすることなく直接

　相手方に送信できたり、コンピュータプログラムはフロッピーディスクなど記憶媒体でのやり取

　りの手間が省ける。

⑦資格が必要ない

　　パソコン通信は、必要な機材をそろえる以外に、資格は必要ではない。

⑧新たな出会いをもたらすメディア

　　パーソナルコンピュータやワープロ専用機本来の使い方だけであったものをネットワークに接

　続することで、距離や職業、年齢を超えたユーザー同士が情報交換することで、いままでは作り

　得ない人間関係が誕生する。

　パソコン通信は、コンピュータ上またはコンピュータ用の記録媒体上の電子化した情報を容易に

取り扱える点や、すべての面で個性の多様化が進む現代を担える先進的なメディアであり、新たな

人間同士の出会いをも可能にするメディアと言える。

3．教育現場とパソコン通信

　社会の情報化とともに、現在、分野を問わず急務とされている問題に情報資源の一元化があげら

れている。従来、情報資源の一元化にはかなりの投資と時間を必要とした。しかし、パソコン通信

では、ホストコンピュータを設けることができれば、それまで家庭や職場にあったパーソナルコン

ピュータやワープロ専用機を使って、電話回線を介してホストコンピュータと接続することで、そ

れらの本来の機能の他にインテリジェントターミナルとしての機能が発生し、既存の施設や機器で

機種や距離を問わずネットワーキングでき、ワープロ文書などの文字情報やコンピュータプログラ

ムやデータをはじめとする電子化された情報資源の一元化に利用できる点では画期的といえる。

　教育現場においてもコンピュータが数多く導入されはじめており、導入のスピードは今後かなり

の速度で進むと思われるが、教育現場に導入されつつあるコンピュータの使い道としては、成績処

理や事務などの処理を中心としたCMI（Computer　Managed　Instruction）と学習過程にコン

ピュータを利用するCAI（Computer　Assisted　Instruction）が考えられるが、　CAIやCMIの用途の

コンピュータとして使用する他に、コンピュータを電話回線を介して教育情報を中心として構築さ

れたパソコン通信ネットワークのホストコンピュータに接続することで、

　　・教育情報資源の一元化、相互利用

　　・教師の交流
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　　・児童生徒の交流

　　・学校間の交流

　　・諸機関の連絡掲示

　　・画像資料の一元化、相互利用

　　・CAI、　CMI資料の一元化、相互利用

　　・コンピュータソフトウェアの一元化、相互利用

　　・研修事後指導

　　・研究グループ活動

　　・電子会議

　　・定形文書類原稿の一元化、相互利用

　　・生涯教育の場

など幅広い分野で利用が可能となり、大容量の記憶装置があたかも存在するかのごとくコンピュー

タを使えるわけである。スタンドアロンタイプにコンピュータを使用する場合とは、比較にならな

いほどの時間と労力の節約やソフトウェア購入費などの軽減になる。

　とくにコンピュータはその性格上ハードウェア単独では機能しない、機能を果すには、必ずソフ

トウェアを必要とするのは言うまでもない。ソフトウェアはハードウェアと異なり、一度設計し、

作成したらおしまいといった性格のものではなく、その熟成にはPlan→Do→Checkの繰り返しの過

程を必要とし一朝一夕にはできえない。教育に供するソフトウェアである場合は、その過程はとく

に重要と考えられ、使用に際しての細かな改訂は常に必要であり、その終着点はないといってもよ

い。このように、ソフトウェアはコンピュータにとっては、重要な資源であり財産なのである。

　CAIの場合、使用するコンピュータの種類やオーサリングツールは多くの種類があり・コンピュー

タなどのハードウェアについては統一の方向が示されているものの、その実現にはいたっていない。

その結果、研修会などで学んだ技術が現場に帰ったらハードウェアやソフトウェアのちがいで十分

生かせないなどの問題が生じることが考えられる。また、すでに自作のソフトウェアやコースウェ

ア、データなどを個々に持ちあわせていることも多く、それらを無駄にしないために、集約して相

互に活用できる態勢作りもコンピュータ導入に際しての課題でもある。これらの課題を解決する手

段としてのパソコン通信を考えた場合、ネットワーク内にコンピュータの機種やオーサリングの種

類ごとのセクションを設定すれば、セクションごとにユーザーが開発がしたコースウェアやデータ

を集約でき、ユーザーは自分にあったものを選択して利用できる。また、他の機種や異なるオーサ

リングへの移行や学習も可能となる。このようにCAIとパソコン通信の関係を例にとってみた場合、

ソフトウェアやコースウェア、データおよび技術情報などの共有化ができ、パソコン通信のホスト

コンピュータがソフトウェアやコースウェア、データなどのサーバーとして機能するわけである。

また、ユーザーは利用したソフトウェアやコースウェアの評価を作者に即座にフィードバックでき

るなど、実情に即した細やかな対応も可能である。教育現場とパソコン通信の関係については図2

のようなものになる。
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図2　教育現場とパソコン通信ネットワークの関係
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　　　　　　　　　　　　　　　　　パソコン通信ホストコンピュータ

　パソコン通信の利便性の高い点としては、ホストコンピュータを二十四時間運用する場合におい

て、ユーザーは時間を意識することが必要ない。例えば教師は自宅など教育現場外においてもネッ

トワークに接続でき、多方面にわたり活用できる。また、一般社会人を対象とした生涯教育の場と

しても十分活用できよう。

4．パソコン通信ネットワーク「新潟NET」の構築と運用

　新潟大学教育学部附属教育実践研究指導センターでは、1988年度に教育に関する情報交換の場と

してのパソコン通信ネットワークを発足させることとし、ネットワーク名称を「新潟NET」として、

新潟大学教育学部附属教育実践研究指導センター内にホストコンピュータを設置し、1988年11月に

その試験運用を開始し、1989年4月には、一般に公開し本格的な運用を試すにいたっている。

4．1ネットワークの構成

　ネットワークの構成としては、以下のようなものを中心にした。

　①　教育関連資料の蓄積と相互利用のセクション

　②コンピュータプログラムの蓄積と相互利用のセクション

③掲示板、Q＆A、電子メール等の情報交換のセクション

具体的には「電子掲示板」、「電子メール」、「文字会話」の各機能およびコンピュータプログラム

などを送受信するためのプロトコルとして一般的な　「XMODEMプロトコル」機能となる。
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4．2　通信仕様

　通信仕様は、現在パソコン通信では、もっとも一般的な仕様である“N81XN”に合わせることと

し、通信時の誤り訂正プロトコルのうち米国マイクロム社提唱のMNP　（Microcom　Networking

Protocol）に対応し、通信速度については300bpsから2400bpsまでの速度に対応するものとした。

　・ネットワーク名称

　　　　新潟NET

　・アクセス電話番号

　　　　025－262－7091

　・回線数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司

　　　　4回線（内部1回線含む）

　・運用時間

　　　　24時間

　・通信方式

　　　　非同期式全二重無手順

　・通信速度

　　　　300／1200／2400bps　MNP　class　5

　・漢字コード

　　　　シフトJIS

　・データ長

　　　　8bit

　・パリティ

　　　　なし

　・ストップビット

　　　　1bit

　．Xon／Xoff制御

　　　　あり

　なお、ユーザーIDの取得方法は、所定の申請事項を郵送するか、ゲストIDを使用してオンライン

で登録することとした。

4．3ホストシステムの概要

　ホストシステムはネットワークの構成と通信仕様に関わる二点に準じて選定した結果以下のよう

になった。他のパソコン通信ネットワークと比較した場合、新潟NETは中規模のホストシステムと

言える。

　・ホストコンピュータ

　　　　NEC　PC－9800　RX　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－80一



・固定ディスク

　　LOGITEC　LHD－38VS

・モデム

　　OMRON　MD2400F
・RS－232Cマルチボード

　　1・0データ機器　PIO－9032B

・ホストシステムプログラム

　　技術評論社　NET　MAKER　III

4．4　掲示板の構成と内容

　1990年2月現在の新潟NETの掲示板の構成と、その内容は表3のようになっている。

表3　新潟NETの掲示板構成

掲　示　板　名　称 情報の種類　・内容 掲載数＊

新潟NETのご案内とお知らせ ネットワーク関係連絡事項 14

新　　潟　　N　　E　　T　　へ ID登録申請、要望、苦情受付 一

I　D　登　録　の　お　知　ら　せ ID登録結果の告知 一

フ　　リ　　ー　　ボ　　ー　　　ド 一般掲示板 249

コ　ー　ヒ　ー　ブ　レ　ー　ク 息抜きのコーナー 182

教えてください　一Q＆A一 質疑応答 65

　　　　　　　　　　　　一R　ン　ピ　ュ　ー　タ　フ　ォ　ー　フ　ム コンピュータに関するコーナー 47

FCAI情報・ファイルー覧 FCAIに関する情報
29

FCAIフアイル（Text＆Xmodem） FCAIファイル 22

PDS情報・ファイルー覧 PDSに関する情報
113

PDSフアイル：CAI＆CMI（Text） PDS、　Freeware、　Sharewareフアイル 37

PDSフアイル（Xmodem　Only） PDS類フアイル（XMODEM専用） 44

各教育センターよりのお知らせ 各センターのお知らせ、資料 17

小　学　校　指　導　案　・　実　践 小学校の指導案、実践記録 28

中　学　校　指　導　案　・　実　践 中学校の指導案、実践記録 9

高等学校指導案　・実践 高等学校の指導案、実践記録 0

各種た　よ　り　・通信原稿 学級たより、学級通信の原稿 9

研　　修　　会　　関　　連　　資　　料 研修会などの配布資料 11

書籍ダイ　ジェス　ト　・雑誌 雑誌のダイジェスト、情報 20

書籍ダイ　ジェス　ト　・図書 図書のダイジェスト、情報 20

＊1990年2月現在の各掲示板に掲載されている情報の数。
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4．5ユーザーの状況

　1990年2月現在のユーザー数（ユーザーID数）は170である。ユーザーの勤務先別構成、年齢別構

成および使用機種別構成は図3～図5のようになっている。

　　　　　　　　　　図3　ユーザーの勤務先別滞成

教育センター・視聴覚ライブラリー7．2驚

図4　ユーザーの年齢B囎成

図5使用端末機種別脂成

ワープロ専用機4．蟹
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4．6時間帯別のアクセス状況

　1990年1月の一カ月間の時間帯別アクセス数（ユーザーがホストコンピュータに接続した回数）

を表したものが図6である。グラフにも表われているが、パソコン通信は24時間眠らないメディア

であることが読み取れる。

図6　一カ月聞の時間帯別アクセス回数（1990し年1月）

　回

　100

多8°

斐6・

駿切

0246810121416182022時
　　　　　　　　　時　　刻

4．7ユーザーが新潟NETに期待する内容

　ユーザーが新潟NETに期待する内容として、その文末には「……に関する情報交換」という言葉

が付いていることが多い。そこで、ユーザーは何に関する「情報交換」を期待するのかをあげてみ

た。

：孟綴との　　　〕①

・教育問題

・障害児教育

・指導案、実践記録

・教育方法、教育技術

・教育情報データ（データベース）

・学校運営、学年・学級運営、生徒指導

・コンピュータ

・PDS、　PDD

・授業でのパソコン通信利用

・CAI、　CMI、　FCAI

②

③
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・僻地教育でのパソコン通信　　　　　　　　／

大別すると、3つのパターンに分類できると言える、

　①一般的な情報交換やコミュニケーション

　②専門分野の情報交換

　③コンピュータ関連技術の情報交換

4．8　ユーザーズマニュアルの作成

　通常、パソコン通信ネットワークでは、ネットワークの操作説明は、ネットワーク内にオンライ

ンで読めるオンラインマニュアルを用意してユーザーが必要に応じて見たり、それらを印字して利

用していることが多い。しかし、オンラインマニュアルは十分にユーザーに利用されているとは言

い難く、またその内容は、命令（コマンド）の説明に終始している場合が多い。また、ユーザーの

年齢層の幅が広いことやパソコン通信の基礎知識のレベルの相違などにより共通の基盤からの操作

習得は難しいのが現状である。

　新潟NETの操作説明に関するものとしては、オンラインマニュアルの他に、1989年7月に印刷物

（B5判、102頁）のユーザーズマニュアルを作成、ユーザーに配布している。このユーザーズマニュ

アルでは、命令などの操作説明の他に、パソコン通信の基礎知識や使用頻度の高い基本的な用語の

説明、利用技術などの説明も加え、ユーザーがスムーズにパソコン通信のスタートを切れるよう、

一層のユーザー環境の整備を目指した。

5．パソコン通信の課題

5．1パソコン通信が抱えている問題

　パソコン通信は、パーソナルコンピュータやワープロ専用機と電話回線を接続するだけではじめ

られるという点では、実に手軽なものであるが、歴史がまだ浅く、その目的すら現在進行形である。

そのため、いくつかの間題も抱えている。

①ユーザー意識の改革

　　いわゆるROM（Read　Only　Member）ユーザーの問題である。ユーザー登録はしたものの、ネッ

　トワーク内での活動が、もっぱら読みだし専門のユーザーである。これは、従来のメディアとパ

　ソコン通信とを同レベルで扱っているのではないかと思われる。パソコン通信では、「草の値

　BBS」はもちろん、VANサービスを除いた場合の商用パソコン通信ネットワークにおいてもすべ

　ての情報はユーザーが提供するのであって、決して運営者（運営団体）が提供するのものではな

　く、ギブアンドテイクがユーザーの基本姿勢であると言えるが、急激な広がりを見せるパソコン

　通信では、ユーザーの基本的なスタイルの確立がなされないうちにユーザー数の増加だけが先行

　しているようである。それゆえ、ユーザー数と情報資源の広がりが、必ずしも比例するとは言え

　ない。
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②著作権の問題

　　情報を個人の範囲内で活用する場合、著作権を意識することはないが、ネットワークに提供さ

　れるかまたは提供しようとする情報の場合には、著作権に対する十分な対処が必要となるが、一

　方では著作権についての学習機会の不足により著作権に対する十分な理解がユーザー内部には確

　立されていない場合が多く、情報提供の際の弊害となっている。

③遠距離ではコストが割高

　　パソコン通信では、電話回線を使用するが、単位時間あたりの情報伝送量は効率的であると言

　え、希望するジャンルの情報のみを入手できる点でも効率的と言えるが、遠距離からのアクセス

　の場合には通話料がかなり高額となり、コストがたいへん割高となる。改善策として、通信速度

　が300bpsや1200bpsの低速モデムを使用しているユーザーは、2400bpsの中速モデムに切り替える

　などの工夫が必要となるが、遠距離ユーザーの場合、VANサービスの利用が考えられる。県内で

　はVANサービスのアクセスポイントが新潟、長岡、柏崎、上越などにしかなく、近中距離ではメ

　リットがない。また、この場合ネットワークがVANサービス会社に登録されていることが必要で、

　ユーザー自身にもその必要がある。

　そのほかには、ネットワーク個々の問題として取り扱えないものに、ネットワーク間の連携の問

題があげられる。パソコン通信ネットワークの多くは、ホストシステムの相違など技術的問題など

で他のネットワークと連携が保たれていない、したがってユーザーは個々のネットワークのユー

ザーIDを取得しなければならないことや遠隔地からのアクセスを余儀なくされている。これらにつ

いては、試験的な試みが実施されている程度であり今後の課題である。

5．2パソコン通信の今後

　パソコン通信は、その利用がさらに各分野におよぶであろうが、ネットワークシステムの基本的

な機能はかわらないと思われる。今後大きく変化すると言われているものに、通信速度があげられ

ている。現在、通信速度は2400bpsが主流になりつつあるが、一部ネットワークでは、通信速度が9600

bpsやそれ以上の高速通信を実現している。通信速度の向上に関しては、モデムの価格低下の進行具

合で、状況は大きく左右される。今後二、三年のうちには、9600bps程度での高速通信が一般化する

といわれているが、通信速度に関してはモデム以外に通信回線の問題もある。

　現在、高度情報化に対応すべく、電話回線を中心としたディジタル技術を基盤とした統合ネット

ワーク構想であるISDN（Integrated　Services　Digital　Network）があり着々と実現化している。

日本電信電話株式会社のISDN構想であるINS（Information　Network　System）の中に既設の電話

回線を利用するものにINSネット64がある。INSネット64では、一本の加入回線で複数の情報チャン

ネル（Bチャンネル64キロbps、　Dチャンネル16キロbps）を有することが可能になる。つまり、通常

の電話として通話中にパソコン通信やファクシミリなどのディジタル通信を同時に高速で行えるマ

ルチメディア通信が可能となるパーソナルユースのISDNサービスである。

　今後、INSネット64が普及により、バーソナルコンピュータを端末とした場合のパソコン通信は、
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いま以上にパーソナルコンピュータの機能を最大限生かすメディアとして、さらに発展していくと

考えられ、現在のそれとは比較にならないほどの大容量の高速データ通信に威力を発揮するものと

言える。

6．おわりに

　パソコン通信は情報交換のメディアであるが、従来のメディアでは経験することのできない何か

をユーザーに与えるメディアでもある。それゆえ、爆発的なパソコン通信人口の増加を招いている

と言っても過言ではない。手持ちのハードウェアで手軽にネットワーキングできるパソコン通信は、

マイホームで眠っていたパーソナルコンピュータやワープロ専用機の新たな利用法としてのメディ

アでもある。その広がりがパーソナルユースで出発したことで、パソコン通信はともすると、その

使い道の中心が個人趣味の道具だけとしてとらえられやすい一面がある。しかし、現在、多くの企

業や自治体において、その導入が行われ、徐々にではあるがパソコン通信のメディア特性の認知が

進んでいると言え、情報化社会の現在、パソコン通信は、ますます多方面にわたる利用が考えられ

る。

　一方、情報社会に対応すべく教育現場へのコンピュータ導入は、これからも続くであろうが・こ

れから教育現場で蓄積されるであろうコンピュータ導入で発生する種々の情報資源と従来の種々の

情報資源をコンピュータ導入の創世期である現在にこそ手軽にネットワーキングできるパソコン通

信を利用してネットワーク化し、情報資源の一元化をはかることは重要な課題であると結論づけら

れる。これらの先駆的試みとして、教育情報のパソコン通信ネット「新潟NET」は構築され、現在

運用されている。

参　考　文　献

（1）アスキー　1990年2月　「全国BBSガイド’90」

（2）アスキー　1990年2月　ASCII，　Vol．14，＃2「特集　パソコン通信」

（3）新潟県工業技術センター　企画指導室情報管理科　1990年2月　「パソコン通信センターの調

　査」

（4）東京書店　笹川信二・木村孝　1988年　「機械おんちのためのパソコン／ワープロ通信」

一86一


